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要約

　外畠遺跡は縄文時代，古代，中世，近世の複合遺跡である。
　縄文時代は後期を中心に，土器や石器と共に，石材を伴う土坑が多数検出されている。なかでも，
小形壺形土器が納められているものや，２枚の石皿・台石が立位で配置されているものなど，特殊な
事例も発見されている。縄文時代後期の祭祀・精神活動を解明する上で貴重な資料となった。
　古代は，土坑群と掘立柱建物跡，自然流路を利用した溝状遺構が検出されている。土坑からは土師
器の甕が出土しており，墓としての機能が想定される。また，溝状遺構からは，短い期間で廃棄され
た遺物が発見された。
　中世では，方形竪穴建物や掘立柱建物跡，土壙墓などが検出された。当遺跡の所在地近辺が「荘」
という地名であることも併せて，古代から中世にかけての調査成果は，当地域における土地利用の変
遷過程を示す貴重な成果である。
　近世は，複数の土壙墓と，それを区画する溝状遺構が検出された。近世における出水地方の人々の
形質，埋葬方法などを明らかにする貴重な成果が上がった。
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遺跡名 所在地 時代 備考
西宮ノ脇遺跡 出水市下知識町 縄文～古代 周知

野添遺跡 出水市下知識町 縄文～古墳 新発見
前原遺跡 出水市下知識町 弥生～古代 新発見
中尾遺跡 出水市福ノ江町 古墳～中世 新発見
外畠遺跡 出水市荘上 古墳～中世 新発見
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第1表　試掘調査の結果
トレンチ番号 規模（㎡） 表土厚（cm） 表土下の層 調査最下層 調査深度（cm） 調査結果         

1 6 28 Ⅳ Ⅷ 186 なし                     

2 6 119 － － 水田利用のための盛土         

3・14 ～ 17 6 35 Ⅷ Ⅷ 65 なし                     

4・5 12 90 Ⅴ Ⅸ 198 なし                     

6・7  31 20 Ⅸ Ⅸ 35 溝状遺構を検出              

8 15 35 Ⅲ Ⅴ 45 中世陶磁器，縄文土器，黒曜石出土

9 7.5 50 － － 190 水田利用のための盛土         

10 6 75 Ⅷ Ⅷ 75 なし                     

11 6 64 Ⅷ Ⅷ 64 なし                     

12 10 40 Ⅷ Ⅷ 74 なし                     

13 6 30 Ⅲ Ⅲ 35 青磁，縄文土器出土
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主要参考文献
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池水寛治 1974「鹿児島県上場遺跡発見の住居」『鹿児島考古』９
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出水市教育委員会 1989『荘貝塚』出水市埋蔵文化財発掘調査報告書 3

出水市教育委員会 2000『出水貝塚』出水市埋蔵文化財発掘調査報告書 11

出水市郷土史編集委員会 2005『出水郷土誌』上巻・下巻

鹿児島県企画部土地対策課 1979『北薩地域土地分類基本調査出水』

角川書店 1983『角川日本地名大辞典』
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遺跡名 所在地 地形 時代 遺構・遺物等 備考
1 竹林城跡 高尾野町江内木牟礼 台地 中世 『鹿児島県の中世城館跡』鹿児島県教育委員会

2 川骨 高尾野町江内 台地 縄文，古墳 土器，成川式土器
『北薩 ･ 伊佐地区埋蔵文化財分布調査報告書（Ⅴ） 東町・
高尾野町・平成７年度』鹿児島県教育委員会

3 木牟礼 高尾野町木牟礼 台地 弥生（後）

4 木牟礼城跡 高尾野町江内尾崎 台地 中世 『鹿児島県の中世城館跡』鹿児島県教育委員会

5 東笠掛 野田町下名屋地 台地 古墳～中世 成川式土器，土師器，須恵器
『北薩 ･ 伊佐地区埋蔵文化財分布調査報告書（Ⅴ） 東町・
高尾野町・平成７年度』鹿児島県教育委員会

6 中林 野田町下名中林 丘陵地 中世 中世磁器

7 北山田 野田町下名 台地 近世 薩摩焼，水田跡 平成 21 年度調査

8 六枝 野田町下名六枝 丘陵地 中世・近世 青磁，染付，陶器

9 中郡遺跡群 野田町下名中郡 台地 縄文（早），中世 土器，土師器，陶磁器 平成 21 年度調査

10 木牟礼城屋形跡 野田町下名屋地ほか 丘陵地 中世 水の手，土塁， 折れひずみ 『鹿児島県の中世城館跡』鹿児島県教育委員会

11 大園 野田町下名大園 台地 中世 土師器
『北薩 ･ 伊佐地区埋蔵文化財分布調査報告書（Ⅴ） 東町・
高尾野町・平成７年度』鹿児島県教育委員会

12 山内寺跡 野田町下名中郡 台地 建久 7 年

13 木ノ上城跡 野田町下名中郡 丘陵地 中世 『野田町郷土誌』

14 崩上城跡 野田町下名中郡 丘陵地 中世 『野田町郷土誌』

15 感応寺跡 野田町下名八幡 台地 中世（鎌倉）建立 『出水風土記』

16 大畠 野田町下名瀬戸大畠 台地 縄文，中世
溝状遺構，柱穴，縄文土器， 土
師器，須恵器，陶磁器

『大畠遺跡』野田町教育委員会

17 袰之城跡 野田町下名袰之城 丘陵地 中世 土塁，空堀 『鹿児島県の中世城館跡』鹿児島県教育委員会

18 松ヶ迫Ａ 野田町上名松ヶ迫 丘陵地 縄文，近世 チャート，近世陶磁器

19 野田畠 野田町下名田多園 台地 縄文～中世
竪穴建物，ビット，晩期土器， 
土師器，瓦質土器

『野田畠遺跡』出水市教育委員会

20 春 野田町下名下田多園 台地 古墳～中世 成川式土器，土師器，染付 『大畠遺跡』野田町教育委員会

21 松ヶ迫Ｂ 野田町上名松ヶ迫 丘陵地 中世，近世 青磁，近世陶磁器

22 桜ヶ城跡 野田町下名桜ヶ城 丘陵地 中世 土塁，空堀 『野田町郷土誌』

23 茅迫 野田町下名茅迫 丘陵地 縄文 チャート

24 城内貝塚 野田町上名城内 山麓緩斜面 縄文，中世 貝層（二枚貝）

25 亀井山城跡 野田町上名本城 丘陵地 保元平治期 堀，空堀，土塁，ピット 『鹿児島県の中世城館跡』鹿児島県教育委員会

26 新城跡（野田） 野田町上名新城 丘陵地 中世 帯郭，空堀，土塁 『鹿児島県の中世城館跡』鹿児島県教育委員会

27 上名遺跡群 野田町上名 低地 中世 土師器

28 下名遺跡群 野田町下名 低地 縄文～中世 押型文土器，石鏃，土師器
『北薩 ･ 伊佐地区埋蔵文化財分布調査報告書（Ⅴ） 東町・
高尾野町・平成 7 年度』鹿児島県教育委員会

29 湯之谷 野田町上名湯之谷 丘陵地 縄文，古墳 チャート，古墳時代土器

30 藤原 野田町上名藤原 台地 縄文，近世 黒曜石，磨石，近世染付

31 石倉 A 野田町上名石倉 河岸段丘 近世 近世染付，陶磁器

32 大迫口 B 野田町上名大迫口 台地 近世 近世染付，陶器

33 石倉Ｂ 野田町上名石倉 山麓緩斜面 縄文，近世 黒曜石，チャート石核，染付

34 大丸Ａ 野田町上名大丸 山麓緩斜面 縄文，近世
黒曜石，チャート剥片， 瓦質土
器，近世陶磁器

35 大丸 B 野田町上名大丸 山麓緩斜面 縄文，近世 磨石敲石，近世染付

36 大丸 C 野田町上名大丸 台地 縄文 チャート原石，剥片，チップ

第2表　周辺遺跡地名（1）　
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遺跡名 所在地 地形 時代 遺構・遺物等 備考
37 涼松 野田町上名涼松 台地 近世 素焼瓦，近世陶器，染付

38 丸尾 出水市荘下 扇状地縁辺 縄文，中世 黒曜石，陶磁器
『市内遺跡（上場遺跡他）発掘調査等報告書』出水市教育
委員会

39 桑水流 出水市荘下 扇状地縁辺 平安，中世 土師器，陶磁器
『市内遺跡（上場遺跡他）発掘調査等報告書』出水市教育
委員会

40 荘上 出水市荘上 台地 中世（鎌倉） 土師器，青磁

41 荘上Ⅱ 出水市荘上 台地 古代 土師器，須恵器

42 田淵 出水市荘下 扇状地縁辺 縄文，古墳 貝殻，土器，須恵器 『北薩・伊佐地区埋蔵文化財分布調査報告書（Ⅶ）』

43 堀ノ内 出水市荘下 扇状地 平安，中世 青磁，土師器
『市内遺跡（上場遺跡他）発掘調査等報告書』出水市教育
委員会

44 下高尾野 高尾野町下高尾野 台地 弥生（後）

45 外畠 出水市荘上 扇状地扇端 縄文〜近世
土坑，配石状遺構，溝状遺構，
方形堅穴建物，土壙墓など
土器，石器，土師器など

本報告書

46 宮田 出水市荘下 扇状地縁辺 平安，中世 土師器，陶磁器
『市内遺跡（上場遺跡他）発掘調査等報告書』出水市教育
委員会

47 松ヶ角 高尾野町唐笠木 台地 古代 土師器

48 小村 出水市荘上 扇状地 平安，中世 土師器，陶磁器
『市内遺跡（上場遺跡他）発掘調査等報告書』出水市教育
委員会

49 松ヶ野 高尾野町下高尾野 台地 縄文， 古墳，中世
貝殻円筒形土器，土師器， 青磁，
石鏃，打製石斧

『北薩 ･ 伊佐地区埋蔵文化財分布調査報告書（Ⅴ） 東町・
高尾野町・平成７年度』鹿児島県教育委員会

50 出し道 高尾野町唐笠木 台地 縄文，中世 黒曜石，土器，土師器
『北薩 ･ 伊佐地区埋蔵文化財分布調査報告書（Ⅴ） 東町・
高尾野町・平成７年度』鹿児島県教育委員会

51 諏訪下 高尾野町唐笠木 台地 縄文， 中世 貝殻円筒形土器，土師器
『北薩 ･ 伊佐地区埋蔵文化財分布調査報告書（Ⅴ） 東町・
高尾野町・平成７年度』鹿児島県教育委員会

52 放光寺 高尾野町下高尾野放光寺 扇状地 縄文～古墳， 中世 土器，石器，人骨，土壙墓 『放光寺遺跡』鹿児島県教育委員会

53 新城跡（高尾野） 高尾野町下高尾野新城 河岸段丘 中世 堀，空堀，土塁 『新城跡』高尾野町教育委員会

54 船迫 高尾野町下高尾野高松 台地 縄文～弥生 中期土器，免田式土器 『放光寺遺跡』鹿児島県教育委員会

55 諏訪 高尾野町唐笠木 台地 縄文～弥生

56 横馬場 高尾野町柴引・唐笠木 台地 縄文～弥生

57 上石坂 高尾野町下高尾野上石坂 丘陵地 近世 近世陶磁器

58 柴引遺跡群 a 高尾野町下高尾野・柴引 台地 縄文～弥生

59 芥田 高尾野町下高尾野芥田 台地 古代，近世 土師器，近世陶磁器

60 本迫 高尾野町下高尾野本迫 台地 縄文，古墳， 近世
縄文晩期土器，古墳時代土器， 
近世陶磁器

61 道上 高尾野町下高尾野道上 台地 近世 近世陶磁器

62 水天原 高尾野町下高尾野水天原 台地 古墳，近世
古墳時代土器， 近世陶磁器，寛
永通宝

63 本城跡 高尾野町下高尾野高城 台地 中世 『鹿児島県の中世城館跡』鹿児島県教育委員会

64 高尾野焼窯跡 高尾野町下高尾野内野ノ下 山麓緩斜面 近世 大型陶器，摺鉢，窯道具

65 建具堀 高尾野町下高尾野建具堀 台地 古墳，近世 古墳時代土器，近世陶磁器

66 段の原 高尾野町下高尾野段の原 山腹緩斜面 縄文，近世 敲石，近世陶磁器

67 青木 野田町上名青木 沖積地 縄文，古代， 近世 土師器，近世陶器，黒曜石

68 上平田 野田町上名上平田 沖積地 古代，中世， 近世
土師器，青磁，青白磁， 中近世
染付，薩摩焼，近世陶磁器

69 七枝 野田町上名七枝 沖積地 中世，近世
中近世染付，青磁碁笥底， 薩摩
焼，近世陶磁器

70 新田 野田町上名新田 沖積地 古代，中世， 近世
朱塗土器，土師器，青磁， 白磁，
中近世染付，近世陶磁器

71 野角 野田町上名野角 沖積地 古代，中世， 近世
朱塗土器，瓦質摺鉢，青白磁， 
染付，鉄滓，近世陶磁器

72 覚珍 高尾野町下高尾野覚珍 台地 中世，近世 青磁，近世陶磁器

73 篭土山 野田町上名篭土山 台地 縄文，古代， 中世
土師器，須恵器，土錘，瓦質土器， 
中世染付，磁器，黒曜石

74 竹林 野田町上名竹林 台地 縄文，古代， 近世
土器，土師器， 近世陶磁器，黒
曜石

75 大迫 A 野田町上名大迫 山麓緩斜面 近世 鉄滓

76 大迫 B 野田町上名大迫 台地 縄文，中世， 近世 瓦質摺鉢，近世陶磁器，チャート

77 小野段 野田町上名小野段 河岸段丘 近世 近世陶磁器

78 笠山Ａ 高尾野町下高尾野笠山 河岸段丘 縄文，古代， 近世
黒曜石，チャート， 土師器，近
世陶磁器

79 山仁田 野田町上名山仁田 河岸段丘 縄文，中世， 近世 中近世染付，黒曜石
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第4表　石器分類表
器種 分類 概要

剥片石器

石鏃

　剥片を素材として両側縁部に押圧剥離を施してある小型から中型の三角形状の石
器群を石鏃とした。

1 　全体の形状がほぼ正三角形
2 　全体の形状がほぼ二等辺三角形
3 　全体の形状がほぼ五角形

スクレイパー 　剥片の素材などに二次加工を行い，刃部整形を施してあるものをスクレイパーと
した。

石匙 スクレイパーにつまみ部を作り出したものを石匙とした。

楔形石器
　ピエス・エスキーユとも称される。表面観は方形で，上縁端部及び下縁端部は直
線的でほぼ平行に位置する。刃部断面観が凸レンズ状に鋭角をなす。基部及び刃部
には使用による微細剥離痕が両面に観察される。

ドリル 　穿孔あるいは穿穴に使用された加工道具。つまみ部と棒状の錐部を有し，主要剥
離面や礫皮面をつまみ部とするものなどがある。

石核 　剥片石器素材の剥片を採取した残存石材。
石製品 　上記石器に該当せず，用途が不明なもの。

礫石器

磨製石斧
　礫に剥離調整や敲打調整を加えて形を整え，砥石で磨いた斧型の石器。
　縄文時代以降に盛行するが，旧石器時代にも刃部の一部を磨いた局部磨製石斧や
刃部磨製石斧がみられる。

打製石斧 　縄文時代後期以降に盛行する。形態的には短冊形，撥形，有肩形などがある。扁
平な礫の周縁から剥離調整で加工される。

磨石・敲石類 　礫を素材とし，磨面・敲打痕・凹みのいずれかを有する。複数の機能を併せ持つ
ものもある。

石皿・台石 　大礫を利用し，磨面・凹面を有する。周縁を敲打整形したものもある。
砥石 　礫を利用し，削痕が確認されるもの。
石錘 　左右一対の抉り部を有する。抉り部以外の側面に敲打痕等は確認できない。

第5表　石材分類表
器種 分類 概要

黒曜石

1 　黒色のガラス質で，不純物が多く，光を通す黒曜石である。伊佐市日東周辺で産
出する黒曜石に比定される。

2 　飴色のガラス質で，不純物をほとんど含まない良質の黒曜石である。伊佐市から
熊本県人吉市の桑ノ木津留で産出される黒曜石に比定される。

3 　漆黒の弱ガラス質で不純物を含み，光を通さない黒曜石である。薩摩川内市樋脇
町上牛鼻周辺で産出する黒曜石に比定される。

4 　黒色のガラス質で，不純物をまったく含まない良質の黒曜石である。佐賀県伊万
里市腰岳で産出する黒曜石に比定される。

5 　黒色ガラス質で，白い小さな粒子が多く含まれ，ややざらつき感がある良質の黒
曜石である。産地の推定は難しいが，県内産ではなく，西北九州産と推定される。

6 　青灰色の弱いガラス質で，不純物の少ない良質の黒曜石である。長崎県佐世保市
針尾周辺で産出する黒曜石に比定される。

7 　灰白色の弱ガラス質で，ややざらつき感のある黒曜石である。大分県姫島村で産
出する黒曜石に比定される。

安山岩
1 　一般的な安山岩。輝石や石英，角閃石を多く含み，基質はややざらついた質感を

呈する。
2 　一般的な安山岩に比べ，青灰色を呈する。
3 　一般的な安山岩に比べ，多孔質である。

蛇紋岩 　緑色を基調とし，白色の斑紋が入る。

頁岩
　泥や粘土の固結した岩石で，平行な平面で割れる傾向がある。黒色のものが多い
が，褐色系の色のものもある。非常に細粒で，肉眼では粒子の識別が出来ないもの
が多い。粒度均質。さびが付着するものもある。

砂岩 　砂粒・石英粒が集合して固まった堆積岩の一種。
ホルンフェルス 　硬質化が著しく，鉱物が相累なって帯状もしくは斑状を成すもの。

チャート 1 　灰色に黒い縞状を呈する。
2 　白色を呈する。
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第6表　磨石・敲石類使用状況観察表
遺物
番号 石材 器種 磨 敲 凹 備考表 裏 短軸側 長軸側 表 裏
391 砂岩 磨 ･ 敲石 ○ ○ ○ ○ 裏面中央への垂直打撃により破損
392 安山岩 敲 ･ 凹石 ○ ○ ○
393 安山岩 敲石 ○ ○ ○ － 被熱による破砕
394 安山岩 敲石 ○ ○
395 石灰岩 敲石 ○
396 砂岩 磨・凹石 ○ ○ ○
397 砂岩 磨・凹石 ○ ○ ○ ○ 欠損
398 砂岩 磨・凹石 ○ ○ ○
399 砂岩 磨・凹石 ○ ○ ○ ○
400 安山岩 磨・凹石 ○ ○ ○ ○ 被熱による破砕
401 安山岩 磨・敲・凹石 ○ ○ ○ ○
402 砂岩 磨・敲・凹石 ○ ○ ○ ○ ○ ○
403 安山岩 磨・敲・凹石 ○ ○ ○ ○ ○ 被熱による破砕
404 安山岩 磨・敲・凹石 ○ ○ ○ ○ ○
405 安山岩 磨・敲・凹石 ○ ○ ○
406 砂岩 磨・敲・凹石 ○ ○ ○ ○ ○
407 砂岩 磨・敲・凹石 ○ ○ ○
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No
柱穴（cm）

長径 短径 深さ
P1 62 41 51 
P2 46 46 49 
P3 42 42 55 
P4 43 43 49 
P5 42 41 58 
P6 46 44 41 
P7 55 53 58 
P8 72 48 58 

SP71（P9） 53 49 58 

主軸 方向 柱穴
柱間距離

cm 尺

N12°W

桁行

P1 － P2 228 7.55 
P2 － P3 206 6.82 
P3 － P4 201 6.66 
P5 － P6 221 7.32 
P6 － P7 219 7.25 
P7 － P8 228 7.55 

梁行
P1 － P9 178 5.89 
P8 － P9 190 6.29 
P4 － P5 （340）

No
柱穴（cm）

長径 短径 深さ
P1 62 41 51 
P2 46 46 49 
P3 42 42 55 
P4 43 43 49 
P5 42 41 58 
P6 46 44 41 
P7 55 53 58 
P8 72 48 58 

SP71（P9） 53 49 58 58 49 49 53 53 SP71（P9）SP71（P9）SP71（P9）
58 58 48 48 72 72 P8P8
58 58 53 53 55 55 P7P7
41 41 44 44 46 46 P6P6
58 58 41 41 42 42 P5P5
49 49 43 43 43 43 P4P4
55 55 42 42 42 42 P3P3
49 49 46 46 46 46 P2P2
51 51 41 41 62 62 P1P1

深さ深さ深さ短径長径長径長径
柱穴（cm）柱穴（cm）柱穴（cm）

No 主軸 方向 柱穴
柱間距離

cm 尺

N12°W

桁行

P1 － P2 228 7.55 
P2 － P3 206 6.82 
P3 － P4 201 6.66 
P5 － P6 221 7.32 
P6 － P7 219 7.25 
P7 － P8 228 7.55 

梁行
P1 － P9 178 5.89 
P8 － P9 190 6.29 
P4 － P5 （340）（340）P4 P5P5P4 －

6.29 6.29 6.29 190190P9P8 P9P8 －
5.89 5.89 5.89 5.89 178178P9P1 P9P1 －

梁行梁行

柱間距離
尺

228P2P1 228
206 6.82 P3P2 206 6.82 
201P4P3 P4 6.66 

P6P5 P6
N12°W 219P7P6

228P8P7 P8 228 7.55 7.55 7.55 7.55 228228P8P8P7P7 －
7.25 7.25 7.25 7.25 219219P6 P7P7P6 －
7.32 7.32 7.32 7.32 221221221P6P6P5P5 －
6.66 6.66 6.66 6.66 201201201P4P3 P4P3 －
6.82 6.82 6.82 6.82 206206206P3P2 P3P2 －
7.55 7.55 7.55 7.55 228228P2P1 P2P1 －

桁行桁行桁行

N12°WN12°WN12°W

尺cmcm
柱間距離柱間距離柱間距離

主軸 方向主軸 柱穴柱穴方向主軸主軸主軸
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No
柱穴（cm）

長径 短径 深さ
P1 40 39 56 
P2 33 32 49 
P3 31 21 45 
P4 34 31 39 
P5 29 27 32 
P6 25 21 30 
P7 36 32 41 
P8 35 29 52 

No
柱穴（cm）

長径 短径 深さ
P1 25 21 76 
P2 23 20 67 
P3 21 18 33 
P4 24 21 39 
P5 30 30 67 
P6 37 28 55 
P7 25 24 58 

P8
a 29 22 55 
b 31 29 57 

P9 41 32 56 
P10 36 36 54 
P11 21 21 57 

P12
a 24 21 53 
b 29 27 43 

No
柱穴（cm）

長径 短径 深さ
P1 41 32 26 
P2 35 29 25 
P3 33 31 23 
P4 33 33 31 
P5 41 29 52 
P6 37 34 50 
P7 37 35 36 
P8 35 35 47 
P9 44 41 48 

主軸 方向 柱穴
柱間距離

cm 尺

N12°W
桁行

P1 − P8 160 5.30 
P7 − P8 160 5.30 
P6 − P7 148 4.90 
P2 − P3 148 4.90 
P3 − P4 144 4.77 
P4 − P5 136 4.50 

梁行
P1 − P2 128 4.24 
P5 − P6 148 4.90 

主軸 方向 柱穴
柱間距離

cm 尺

N5°E

桁行

P1 − P2 172 5.70 
P2 − P3 164 5.43 
P3 − P4 168 5.56 
P8a − P9 220 7.28 
P7 − P8a 120 3.97 
P6 − P7 164 5.43 

梁行

P9 − P10 168 5.56 
P1 − P10 156 5.17 
P5 − P6 160 5.30 
P4 − P5 176 5.83 

主軸 方向 柱穴
柱間距離

cm 尺

N3°W

桁行

P1 − P9 160 5.30 
P8 − P9 172 5.70 
P7 − P8 176 5.83 
P3 − P4 （340） （11.26）
P4 − P5 196 6.49 

梁行

P1 − P2 170 5.63 
P2 − P3 188 6.23 
P6 − P7 180 5.96 
P5 − P6 168 5.56 
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主軸 方向 柱穴
柱間距離

cm 尺

N7°W
桁行

P1 − P6 218 7.22 
P5 − P6 199 6.59 
P2 − P3a 188 6.23 
P3a − P4 190 6.29 

梁行
P1 − P2 224 7.42 
P4 − P5 211 6.99 

No
柱穴（cm）

長径 短径 深さ
P1 55 48 31 
P2 64 47 57 

P3
a 38 34 31 
b 38 26 48 
c 34 29 30 

P4 56 48 55 
P5 46 41 60 
P6 48 41 42 

主軸 方向 柱穴
柱間距離

cm 尺

N7°W
桁行

P1 − P6 218 7.22 
P5 − P6 199 6.59 
P2 − P3a 188 6.23 
P3a − P4 190 6.29 

梁行
P1 − P2 224 7.42 
P4 − P5 211 6.99 6.99 211211211P4 − P5P4 − P5P4 − P5

7.42 7.42 7.42 224224224P1 − P2P1 − P2P1 − P2P1 − P2
梁行梁行

6.29 6.29 190190− P4P3a − P4P3a − P4
6.23 188P3aP2 − P3aP2 − P3aP2 −
6.59 6.59 6.59 6.59 199199P5 − P6P5 − P6
7.22 7.22 7.22 218P1 − P6

桁行桁行
N7°WN7°WN7°W

尺cmcm
柱間距離

柱穴方向方向主軸主軸

No
柱穴（cm）

長径 短径 深さ
P1 55 48 31 
P2 64 47 57 

P3
a 38 34 31 
b 38 26 48 
c 34 29 30 

P4 56 48 55 
P5 46 41 60 
P6 48 41 42 42 41 41 48 48 P6P6

60 60 41 41 46 46 P5P5
55 55 48 48 56 56 P4P4
30 30 29 29 34 34 c
48 48 26 26 38 38 

短径長径 短径
48 P1 48 

P2 64 47 64 
38 34 38 a

P3 bb
31 31 34 34 38 38 a

P3P3

57 57 47 64 64 P2P2
31 31 48 48 55 55 P1

深さ深さ短径短径長径長径
柱穴（cm）柱穴（cm）

NoNo
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No
柱穴（cm）

長径 短径 深さ
P1 32 25 48
P2 20 16 40
P4 25 24 43
P5 30 22 55
P6 24 20 48
P8 20 16 40

主軸 方向 柱穴
柱間距離

cm 尺

N9°E                   
桁行

P1 − P2 120 3.97 
P1 − P8 116 3.84 
P4 − P5 136 4.50 
P5 − P6 117 3.87 

梁行
P2 − P4 168 5.56 
P6 − P8 188 6.23 
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第 70表　花粉分析結果

種　　類

SK4
小形壺形 土坑内
土器内埋土 埋土
① ②

木本花粉
　モミ属 - 1
　マツ属 1 -
　コナラ属アカガシ亜属 - 1
草本花粉
　イネ科 2 -
　ナデシコ科 1 -
不明花粉
　不明花粉 3 1
シダ類胞子
　シダ類胞子 2 3
合　計
　木本花粉 1 2
　草本花粉 3 0
　不明花粉 3 1
　シダ類胞子 2 3
　合計（不明を除く） 6 5
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第 71表　放射性炭素年代測定および暦年較正結果

試料名
遺構名

資料状態
・種類

測定年代
（BP）

δ 13C
（‰）

補正年代
（BP）

暦年較正年代（cal） Code
No.誤差 calAD/BC calBP 相対比

試料③
SK20

炭化種子
（コナラ属子葉） 3,600 ± 30 − 26.83 ± 0.67 3,570 ± 30

（3,565 ± 28）

σ cal　BC　1,949　−　cal　BC　1,884 cal　BP　3,898　−　3,833 1.000

IAAA −
1103752 σ

cal　BC　2,016　−　cal　BC　1,996
cal　BC　1,980　−　cal　BC　1,873
cal　BC　1,844　−　cal　BC　1,815
cal　BC　1,800　−　cal　BC　1,778

cal　BP　3,965　−　3,945 0.041

cal　BP　3,929　−　3,822 0.855

cal　BP　3,793　−　3,764 0.064

cal　BP　3,749　−　3,727 0.040

試料④
SK44

炭化種子
（コナラ属子葉） 3,490 ± 30 − 22.82 ± 0.67 3,530 ± 30

（3,527 ± 27）
σ

cal　BC　1,906　−　cal　BC　1,872 cal　BP　3,855　−　3,821 0.380

IAAA −
110376

cal　BC　1,845　−　cal　BC　1,813 cal　BP　3,794　−　3,762 0.349

cal　BC　1,802　−　cal　BC　1,777 cal　BP　3,751　−　3,726 0.271

2 σ cal　BC　1,937　−　cal　BC　1,767 cal　BP　3,886　−　3,716 1.000

試料⑤
SD38 炭化材 1,100 ± 20 − 22.29 ± 0.65 1,140 ± 20

（1,140 ± 24）

σ
cal　AD　  884　−　cal　AD　  901 cal　BP　1,066　−　1,049 0.258

IAAA −
110377

cal　AD　  917　−　cal　AD　  966 cal　BP　1,033　−　  984 0.742

2 σ

cal　AD　  783　−　cal　AD　  788 cal　BP　1,167　−　1,162 0.009

cal　AD　  813　−　cal　AD　  844 cal　BP　1,137　−　1,106 0.066

cal　AD　  858　−　cal　AD　  980 cal　BP　1,092　−　  970 0.924

試料⑥
SK72 炭化材 1,320 ± 20 − 29.91 ± 0.71 1,230 ± 30

（1,234 ± 26）

σ

cal　AD　  709　−　cal　AD　  747 cal　BP　1,241　−　1,203 0.388

IAAA −
110378

cal　AD　  766　−　cal　AD　  783 cal　BP　1,184　−　1,167 0.195

cal　AD　  787　−　cal　AD　  820 cal　BP　1,163　−　1,130 0.292

cal　AD　  842　−　cal　AD　  860 cal　BP　1,108　−　1,090 0.124

2 σ
cal　AD　  689　−　cal　AD　  752 cal　BP　1,261　−　1,198 0.382

cal　AD　  761　−　cal　AD　  877 cal　BP　1,189　−　1,073 0.618

1）年代値の算出には、Libby の半減期 5568 年を使用．          
2）BP 年代値は、1950 年を基点として何年前であるかを示す。付記した誤差は、測定誤差σ（測定値の 68%が入る範囲）を年代値に換算した値．
3）暦年較正計算には、RADIOCARBON CALIBRATION PROGRAM CALIB REV6.0（Copyright 1986-2010 M Stuiver and PJ Reimer）を使用．計算には補正年代に示した括弧内の丸める前の値を使用．1 桁目を丸
めるのが慣例だが、暦年較正曲線や暦年較正プログラムが改正された場合の再計算や比較が行いやすいように、1 桁目を丸めていない。統計的に真の値が入る確率はσは 68%、2 σは 95%．相対比は、σ、2 σのそれ
ぞれを 1 とした場合、確率的に真の値が存在する比率を相対的に示したもの．
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第 72表　放射性炭素年代測定結果

試料 遺構
試料名

種類
（樹種）

処理
方法

補正年代
BP

δ 13 Ｃ
（‰）

測定年代
（暦年較正用）

BP

暦年較正結果 Code No.

誤差 cal BC/AD cal BP 相対比

試料 1 SI7
炭化物

炭化材
（広葉樹） AaA 820 ± 20 − 24 . 3 1 ±

0.52
810 ± 20

（818 ± 22）

σ cal AD 1,215 - cal AD 1,255 cal BP  735 -  695 1.000
IAAA − 110848

2 σ cal AD 1,179 - cal AD 1,264 cal BP  771 -  686 1.000

試料 2 SK77
炭化物

炭化材
（クヌギ節） AaA 1,160 ± 20 − 26 . 9 6 ±

0.47
1,190 ± 20

（1,155 ± 22）

σ

cal AD  784 - cal AD  787 cal BP 1,166 - 1,163 0.021

IAAA − 110849

cal AD  825 - cal AD  841 cal BP 1,125 - 1,109 0.126

cal AD  862 - cal AD  899 cal BP 1,088 - 1,051 0.482

cal AD  919 - cal AD  949 cal BP 1,031 - 1,001 0.371

2 σ

cal AD  780 - cal AD  791 cal BP 1,170 - 1,159 0.044

cal AD  804 - cal AD  903 cal BP 1,146 - 1,047 0.604

cal AD  915 - cal AD  968 cal BP 1,035 -  ,982 0.352

試料 3 SK68
炭化材

炭化材
（クリまた
はシイ属） AAA 1,170 ± 20 − 27 . 3 8 ±

0.48
1,210 ± 20

（1,166 ± 23）

σ

cal AD  782 - cal AD  788 cal BP 1,168 - 1,162 0.061

IAAA − 110850

cal AD  812 - cal AD  845 cal BP 1,138 - 1,105 0.347

cal AD  857 - cal AD  894 cal BP 1,093 - 1,056 0.520

cal AD  927 - cal AD  935 cal BP 1,023 - 1,015 0.073

2 σ
cal AD  778 - cal AD  899 cal BP 1,172 - 1,051 0.857

cal AD  918 - cal AD  950 cal BP 1,032 - 1,000 0.143

試料 4 SK72
炭化材

炭化材
（広葉樹） AAA 1,170 ± 20 − 25 . 2 4 ±

0.63
1,170 ± 20

（1,168 ± 24）

σ

cal AD  782 - cal AD  789 cal BP 1,168 - 1,161 0.080

IAAA − 110851

cal AD  810 - cal AD  848 cal BP 1,140 - 1,102 0.408

cal AD  854 - cal AD  894 cal BP 1,096 - 1,056 0.503

cal AD  930 - cal AD  931 cal BP 1,020 - 1,019 0.008

2 σ
cal AD  777 - cal AD  899 cal BP 1,173 - 1,051 0.866

cal AD  918 - cal AD  952 cal BP 1,032 -  998 0.134

1）処理方法は、酸処理−アルカリ処理−酸処理（AAA 処理）で、アルカリ濃度が 1N 未満の場合は AaA と表記している。   
2）年代値の算出には、Libby の半減期 5568 年を使用した。         
3）BP 年代値は、1950 年を基点として何年前であるかを示す。         
4）年代値に付記した誤差は、測定誤差σ（測定値の 68％が入る範囲）を年代値に換算した値。      
5）暦年の計算には、RADIOCARBON CALIBRATION PROGRAM CALIB REV6.0（Copyright 1986-2010 M Stuiver and PJ Reimer）を使用した。  
6）暦年の計算には、暦年較正用の一桁目を丸める前の値を使用している。        
7）年代値は、1 桁目を丸めるのが慣例だが、暦年較正曲線や暦年較正プログラムが改正された場合の再計算や比較が行いやすいように、暦年較正用年代値は 1 桁目を丸めていない。 
8）統計的に真の値が入る確率はσは 68%、2 σは 95%である        
9）相対比は、σ、2 σのそれぞれを 1 とした場合、確率的に真の値が存在する比率を相対的に示したものである。
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第73表　土壌理化学分析結果
番号 遺構 試料名 土性 土色 P₂O₅（mg/g） CaO（mg/g） 備考

試料 5 SK72 土師甕内理士 SiL 10YR2/3 黒褐 4.91 8.95 土器への付着焼土
試料 6 SK72 土坑内埋士 SiL 7.5YR4/4 褐 1.08 2.40 底面付近の焼土
試料 7 SK77 土師甕内理士 SiL 7.5YR3/3 暗褐 5.13 9.96 土器への付着焼土
1）土色：マンセル表色系に準じた新版標準土色帖（農林省農林水産技術会議監修，1967）による。
2）土性：土壌調査ハンドブック（ペドロジスト懇談会編，1984）の野外土性による。
　　　　  SiL…シルト質壌土（粘土 0 〜 15％、シルト 45 〜 100％、砂 0 〜 55％）
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表 1. 外畠遺跡出土人骨の脳頭蓋計測値 (mm) 及び示数

M No.

人骨番号 外畠
ST17

外畠
ST24

外畠
ST26

外畠
ST22

外畠
ST23

性別 男性 男性 男性 女性 女性

年齢 壮年 熟年 壮年 熟年 老年

1 頭蓋最大長 189 175 185 
8 頭蓋最大幅 136 136 
17 ﾊﾞｼﾞｵﾝ ･ ﾌﾞﾚｸﾞﾏ高 142 
3 ｸﾞﾗﾍﾞﾛﾗﾑﾀﾞ長 178 171 175 
11 両耳幅 116 108 124 
12 最大後頭幅 109 107 
7 大後頭孔長 37 
16 大後頭孔幅 30 
23 頭蓋水平周 513 
24 横弧長 312 
26 正中矢状前頭弧長 126 128 113
27 正中矢状頭頂弧長 156 124 122 
28 正中矢状後頭弧長 116 
29 正中矢状前頭弦長 114 101
30 正中矢状頭頂弦長 106 136 112 111 
31 正中矢状後頭弦長 97 

8/1 頭蓋長幅示数 72.0 73.5 
17/1 頭蓋長高示数 76.8 
17/8 頭蓋幅高示数 104.4 
16/7 大後頭孔示数 93.9 81.1 

1+8+17/3 頭蓋ﾓｽﾞﾙｽ 154.3 
27/26 矢状前頭頭頂示数 121.9 109.7 
28/27 矢状頭頂後頭示数 85.6 95.1 
29/26 矢状前頭示数 89.1 89.4 
30/27 矢状頭頂示数 88.6 87.2 90.3 91.0 
31/28 矢状後頭示数 103.5 83.6 

表 2. 外畠遺跡出土人骨の顔面頭蓋計測値（mm）及び示数

M No.

人骨番号 外畠
ST17

外畠
ST22

性別 男性 女性

年齢 壮年 熟年

45 頬骨弓幅 （（130））
46 中顔幅 （（108））
48 上顔高 68
51 眼窩幅（左）

眼窩幅（右） 42
52 眼窩高（左）

眼窩高（右） 33
55 鼻高 51
H. NLH 鼻高 51

47/45 Kollmann 顔示数
47/46 Virchow 顔示数
48/45 Kollmann 上顔示数 （（52.3））
48/46 Virchow 上顔示数 （（63.0））
52/51 眼窩示数（左）

眼窩示数（右） 78.6 

69 ｵﾄｶﾞｲ高 32
69(1) 下顎体高（左）

下顎体高（右） 30 30
69(3) 下顎体厚（左）

下顎体厚（右） 11 12

表 3. 外畠遺跡出土人骨の顔面平坦度

人骨番号
外畠
ST22

性別 女性
年齢 熟年

鼻骨弦 7.5 
鼻骨左辺 4.8 
鼻骨右辺 4.7 
鼻骨垂線 2.9 

鼻骨平坦示数 38.9 
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表 4. 外畠遺跡出土人骨の頭蓋形態小変異の出現状況

外畠 外畠 外畠 外畠 外畠 外畠 外畠 外畠

人骨番号 ST17 ST24 ST26 ST27 ST35 ST22 ST23 ST25

性別 男性 男性 男性 男性 男性 女性 女性 女性

年齢 壮年 熟年 壮年 熟年 成人 熟年 熟年 成人

右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左

1 ラムダ小骨 − −

2 ラムダ縫合骨 − +

3 インカ骨 − −

4 横後頭縫合痕跡 − − − − −

5 アステリオン小骨 − − − − −

6 後頭乳突縫合骨 − − − −

7 頭頂切痕骨 − + − −

8 頭頂孔

9 冠状縫合骨

10 前頭縫合残存 − − − −

11 眼窩上神経溝 − − − −

12 眼窩上孔 − + +

13 前頭孔 − − −

14 二分頬骨 −

15 横頬骨縫合痕跡 −

16 頬骨顔面孔欠如

17 口蓋隆起 −

18 内側口蓋管骨橋

19 外側口蓋管骨橋

20 歯槽口蓋管

21 顆管欠如 − −

22 後頭顆前結節 − −

23 第３後頭顆 −

24 後頭顆旁突起

25 舌下神経管二分 − −

26 頸静脈孔二分 + −

27 偏側頸静脈孔優位 −

28 外耳道骨瘤 − − − − − − − − − − − −

29 フシュケ孔 − − − − − − − − − −

30 ベサリウス孔 + − − − −

31 卵円孔形成不全 − − − − −

32 棘孔開裂 − − − − −

33 翼棘孔 − − − − −

34 床状突起間骨橋

35 左側横洞溝優位 r − r r

36 鱗状縫合骨

37 矢状縫合骨

38 プレグマ小骨

39 後頭顆二分

40 副オトガイ孔

41 下顎隆起

42 顎舌骨筋神経管

43 副下顎管
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表 5. 外畠遺跡出土人骨の上腕骨計測値（mm）

上腕骨
M No.

人骨番号 外畠
ST27

性別 男性

年齢 熟年

7 骨体最小周
左
右 69

表 6. 外畠遺跡出土人骨の大腿骨計測値（mm）及び示数

大腿骨
M No.

人骨番号 外畠
ST27

外畠
ST23

性別 男性 女性

年齢 熟年 老年

1 最大長
左 406
右

6 骨体中央矢状径
左 26
右 28

7 骨体中央横径
左 24
右 29

8 骨体中央周
左 74
右

9 骨体上横径
左 33 30
右

10 骨体上矢状径
左 26 24 
右

6 ／ 7 骨体中央断面示数
左 108.3 
右 96.6 

10 ／ 9 上骨体断面示数
左 78.8 80.0 
右

表 7. 外畠遺跡出土人骨の脛骨計測値（mm）及び示数

脛骨
M No.

人骨番号 外畠
ST27

外畠
ST23

性別 男性 女性

年齢 熟年 老年

8 中央最大径
左 28
右 27

9 中央横径
左 18
右 18

10 骨体周
左 73
右 73

8a 栄養孔位最大径
左 34
右 31 33

9a 栄養孔位横径
左 21
右 24 21

10a 栄養孔位周
左 83
右 86 87

10b 骨体最小周
左 67
右 67

9/8 中央断面示数
左 64.3
右 66.7

9a/8a 栄養孔位断面示数
左 61.8
右 77.4 63.6

表 8. 外畠遺跡出土人骨の身長（cm）

人骨番号 外畠
ST23

性別 女性
年齢 老年

身長 ( ﾋﾟｱｿﾝ式 )
左 151.8 
右
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遺構名 区 分類※１ 長軸
方向

規模 (cm) 出土遺物

備考長軸 短軸 深さ
土器※２ 石器

松
山

市
来

鐘
崎

北
久 皿 不

明
 石皿・
 台石※ 3

 魔石・  
 敲石類 礫

SK4 土坑 A M − 24 0  （N40°W） （147） （145） （32） ○ ▲ ○ ○ 規模は SK4 全体の数値
SK4 土坑 B に切られる

SK4 土坑 B M − 24 1  N40°W 120 110 32 ● ○ ○ SK4 土坑 A を切り，SK50 に切られ
る。小形壺形土器出土

SK6 埋土 1 N − 24 1  N43°W 130 115 29 ● ○ ○
SK6 埋土 2 N − 24 0  （N43°W）   （62）  （90） 18 ○ ○ ○ 打製石斧出土
SK8 M − 24 1 N60°E   67   64 20 ○ ● ○ ● ● SK44 に切られる
SK55 N・O − 25 1 N65°E 168 132 28 ● ● ○ ○ 周辺に晩期の土器が散乱
SK78 N − 23 1 N50°E   66   49 26 ○ ○ 石核２点出土
SK53 N − 25 1 N50°E 116   82 10 ● □ ○
SK54 N − 25 1 N62°E   74   46 14 □ ○
SK57 O − 25 1 N13°E 115   77 11 ● ○ SK61 と接合
SK59 O − 26 1・3 ？ N81°E   75   58 （10） △
SK13 N − 25 2 N57°E 174 125 22 ● ○ ● ● ○ 砥石（被熱）出土
SK20 N − 24 2 N85°E 202 145 20 ● ○ ● ○ 炭化種子
SK44 M − 24 2 N67°E 124 120 14 ● ○ SK ８を切る。炭化種子出土
SK60 O − 25 2   N1°E 150 105 25 ● ● ○
SK61 O − 25 2 N40°E 104   74 20 ○ ● ○ ○ SK57 と接合
SK49 土坑① M − 24・25 3 （N70°E）   65   53 10 ○ 晩期の浅鉢？
SK49 土坑② M − 24・25 3 （N70°E）   77   50  8 ○ 晩期の浅鉢？
SK50 M − 24 3 N50°E 123   80 10 ● ○ ○ SK ４を切る
SK51 M − 24 3 N90°E 158   74   9 ● △ ○ ○ SK42・SX64 と接合
SK42 O − 25 3 N51°E 98   71   6 ○ ○ ○ SK51・SX64 と接合
SK43 O − 24 3 N71°E 138 136 23 ○ ○

SK48 N − 24 4 N25°E   72
  35

  40
  30

12
14

△ ○
○

SK46 O − 25 4    N6°W   82   60 10 ○
SK69 M − 24・25 4 N57°E   64   48 22 ● ○ ○
SK47 O − 25 4  N32°W   49   46  21 ○
SK58 O − 26 4 N72°E   74   57   6 ○
SX52 O − 26 配石   N1°E 140   50 − ○・● ○
SX64 O − 26 配石 N24°E 116   60 − △ ○ SK51・SK42 と接合
SX65 O − 26 配石 N38°E 115   55 − ○
SX66 N − 23・24 配石  N63°W 100   58 − ○ 黒曜石原石出土
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石材 製品（ｇ） 剥片・破片（ｇ） 合計（ｇ）
 黒曜石１    0 　 172.5 172.5
黒曜石 2  0.8    3.5     4.3
黒曜石 3  0.6  0     0.6
黒曜石 4  2.1  49.0    51.1
黒曜石 5  2.2  56.5   58.7
黒曜石 6  2.7    3.5     6.2
黒曜石 7  0.9  0     0.9
チャート  4.4  16.6    21.0
安山岩 20.1  0    20.1
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遺構名 区 長軸
方向 平面形 規模（cm） 床面付近の埋立 土師器甕

の有無※１ 備考長軸 短軸 深さ 炭化物 焼土
SK68 K − 19    N1°W （円形） 130 − 45 ◯ ◯ ◯ SK77 に切られる
SK70 K − 19 N41°E 楕円形 111 90 50 ◯ × ◯ 鉄製刀子。墨書土器が SK77 と接合
SK72 K − 19 N64°E 楕円形 126 95 61 ◯ ◯ ◎ 青銅製品
SK73 K − 19  N32°W 楕円形 119 90 33 ◯ × × 内黒士師器
SK74 K − 19   N7°W 楕円形 115 88 35 ◯ × ◯

SK77 K − 19 N29°E 楕円形 120 103 40 ◯ ◯ ◎・◯
（2 個体）

SK68 を切る
墨書土器が SK70 と接合

遺構番号
（遺物番号） 器形 胴部 口緑 器壁 外面 内面 色調 胎土ハケ ナデ タタキ ケズリ ナデ ハケ
SK68

（437） 鉢形 − 短 薄 ◯
縦・横

◯
左上 ◯ ◯ にぶい橙色 緻密

SK70
（443） 長胴 やや張る 長 薄 ◯

横 ◯ ◯ ◯
左上 ◯ にぶい黄橙色 緻密

SK72
（455） 長胴 やや張る 短 薄 ◯

横 ◯ ◯ ◯
（左）上 ◯ ◯ にぶい黄色 緻密

SK74
（474） 長胴 やや張る 短 薄 ◯ ◯ ◯

左上 ◯ 橙色 緻密

SK77
（482） 長胴 やや張る 短 やや厚 ◯

縦・横 ◯ ◯
左上 ◯ ◯ 明黄褐色 粗粒

SK77
（483） 長胴 やや張る 短 薄 ◯

縦・横 ◯ ◯
左上 ◯ ◯ 灰白色 緻密
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